
　2008年 8月下旬，首都レイキャビクにあるア
イスランド大学で開催された国際火山学会（IAV-

CEI 2008 General assembly）の際，当地を訪れ
た。訪れた主要な場所を口絵 1-図 1に示した。
見学した場所は，Þingvellir国立公園の Gjá（口
絵 1-図 2），間欠泉 Geysir（口絵 1-図 3），Sól-

heimajökull氷河（口絵 1-図 4），Herðubreið火
山近傍の原野（口絵 1- 図 5），Herðubreiðar-

lindirという緑地帯に湧き出る湧水群（口絵 1-

図 6），Askja火山（口絵 1-図 7），Mývatn湖・
Klafla火山（口絵 1-図 8，図 9），氷河性河川な
どである。本州の半分以下の面積を持つ国内の主
要市街は空路やバスで結ばれ，各市街から観光バ
スやツアーなどで容易に各地にアクセスすること
ができる。尚，この時，間欠泉 Geysirの東部に
ある氷河性河川 Hvítá川中流部の滝 Gullfoffも
訪れた。これについては，本誌 117巻 6号の表
紙写真および解説を参照されたい。
　Þingvellir国立公園はレイキャネス半島から北
東へ延びるリフト帯の一部である（口絵 1-図 1）。
Gjáは割れ目を意味するアイスランド語で，パホ

イホイ溶岩からなる大地の裂け目の中でプレート
発散境界の真っ只中にいることを体感できる（口
絵 1-図 2）。このリフト帯の東端にある Sandfell

火山の麓には，Geysirと呼ばれる間欠泉（口絵
1-図 3）がある。荒涼とした景色の中に，2～ 3

分に一度 30 m程の高さに吹き上がる間欠泉は圧
巻である。
　Sólheimajökull氷河（口絵 1-図 4）は，首都
レイキャビクから約 100 km，アイスランド南部
に位置するMýdalsjökull氷河から舌状に延びる
氷河である（口絵 1-図 1）。普通車で容易に行く
ことができる近接の駐車場から徒歩 5分あまり
で氷河に触れることができる。氷河上の歩行に必
要な装備のレンタルを含むガイドツアーなどが催
され手軽に氷河散歩を楽しむことができる。氷河
には多くの玄武岩質の岩屑が含まれており，黒々
とした岩屑からなる高まりが氷河の上に見渡す限
り続いている。
　Mývatn湖周辺は Klafla火山系の南部に位置
しており（口絵 1-図 1），周辺は Klafla火山系か
ら流出した溶岩による様々な景色がみられる。
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Mývatn湖は湖に溶岩流が流入したことにより形
成されたリトラルコーン（口絵 1-図 9）が有名で
ある。湖岸には，美しい円型の火砕丘がいくつも
連なっている。リトラルコーンは，ルートレスコー
ンやシュードクレーターという名称でも呼ばれる。
Dimmuborgir（口絵 1-図 8）は，約 2000年前に
流出した Younger Laxárdalur溶岩（Thordarson 

and Hoskuldsson, 2002）が公園として整備され
ている場所で，10数m程の高さの溶岩柱により
奇怪な景色が形作られている。
　Askjaは箱を意味するアイスランド語で，
Askja火山はアイスランドの中東部に位置するカ
ルデラ火山である（口絵 1-図 1）。Mývatn湖か
ら Askja火山へ至る道は，舗装こそされていな
いもののよく整備され，4輪駆動車であれば，快
適な道のりである。ただし，途中いくつかの小河
川を渡る必要がある。かつては川幅数 10 mもあ
る氷河性河川を渡る道であったが，度重なる事故
のためルートは変更され，橋が掛けられたそうで
ある。道中は，パホイホイ溶岩と，氷河下で火山
活動が起こることにより発生する洪水の堆積物に
よる黒灰色の景色が続くが，Askja火山に近づく
につれ，地表は Askja火山 1875年プリニー式噴
火による黄土色の軽石に覆われる（口絵 1-図 5）。
この日は，その王冠状の形からQueen of Iceland

と呼ばれる Herðubreið火山をよくみることがで
きた（口絵 1-図 5）。Herðubreið火山は氷河期
に活動した火山で，氷河下での火山活動の噴出部
の上に，乾陸上の噴出物が重なることによりでき
た卓状火山である（Thordarson and Hoskulds-

son, 2002）。Herðubreið火山の北東には Herðu-

breiðarlindir（Oasis of Herðubreið）という緑
地帯が広がっている。ここでは，溶岩流の末端部
付近から湧き出す清澄な湧水群がみられる（口絵
1-図 6）。Askjaカルデラの北東縁の 1961年噴
火の溶岩流や火砕丘を通り過ぎ，Askjaカルデラ

内を南へ 15～ 20分程歩くと，火口湖 Öskju-

vatnと Vitiにたどり着く（口絵 1-図 7）。前者
はアイスランド最深の湖（深度 220 m）である。
後者は乳青色の湯を湛え入浴することができる観
光客に人気のスポットである。
　以上は著者が数日間急ぎ足で巡ったもので，ア
イスランドの地質観光資源のごく一部である。こ
のような地球科学的に非常に興味深い場所が観光
資源として非常に有効に活かされているというと
ころにアイスランド最大の魅力を感じた。レイ
キャビク市街の書店では地球科学関連の書籍・
DVDを一つも扱っていなかったことに多少の驚
きを感じたが，アイスランドの地質図は，土産物
屋やホテルの売店などで容易に購入することがで
きる。ツアーガイドに限らず，著者が遭遇した現
地の方々は皆，英語によりコミュニケーションが
可能であった。アイスランドは地球科学に興味を
持つ外国人にとってとても魅力的な土地であるこ
とは間違いない。
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